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令和 4 年度の総会につきましては新型コロナウイ

ルス蔓延の影響を考慮し，昨年，一昨年に引き続き書

面表決にて実施いたします．皆様のお手元にメール

または郵送にて総会案内が届いているかと思います

ので，“書面表決書”ご記入の上，3 月 25 日（金）ま

でにご提出いただくようお願いします． 

コロナも終息せず皆様と顔を合わせる機会がなかな

か作れないのが残念ですが，今後計画しているオン

ライン講演会等の活動を通じて，情報発信や意見交

換に努めていければ，と考えています． 

 

（事務局長 佐治健介 ）                              

  

 

新雑草インストラクターが認定されました

本法人が運営しています「雑草インストラクター

養成事業」により 2021 年に養成講座を受講し所定の

成績を収められた次の 8 名に対して，本年 2月 21 日

開催の理事会において「雑草インストラクター」の資

格が認定されました． 

特定非営利活動法人緑地雑草科学研究所

 総会開催のお知らせ  

 活動報告（2022/1-3 月）  
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「草と緑」の記事はどれほど読まれているのでしょう？  

「草と緑」は第 1 巻から 13 巻までの 58 編の記事

すべてが J-Stage（総合学術電子ジャーナルサイト）

に登載されており，現在，誰でも無料でアクセスでき

ます．そこで，第 12 巻から完全に電子ジャーナル化

したのを機に，「どの程度読まれているのか（≒PDF が

ダウンロードされているのか）」を，毎月送られてく

る詳細なアクセス統計データから読み取ってみまし

たので，その概要を報告します． 

会員によるアクセス状況 

刊行直後の 1 か月のアクセスを会員によるものと

推定したところ，冊子配布を止めたあとの第 12 巻と

13 巻では，会員（個人）の約 80％に当たる方からの

アクセスがありました．また，冊子配布を行っていた

第 11 巻でも，約半数の会員が個別記事のダウンロー

ドを行っておられたことが分かりました． 

全国・世界でのアクセス状況

2021 年 1 年間の状況をまとめたところ，総計

11,921 件，計 29 か国より第 1 巻からの全記事にわ

ってアクセスされていることが分かりました（英文

表題もなかった第 6 巻までの記事も多く含まれてい

ます）．アメリカ，中国をはじめ海外からのアクセス

数は 1 年間で 2,782 件に上っていたのは驚きです．

言語の壁をクリアする手段がいろいろ存在する今日，

コンテンツに優れた記事を発信することの重要性を，

あらためて感じた次第です．            

 

（「草と緑」編集委員長 伊藤操子）

輸入穀物に混入して侵入する雑草の侵入個体数

と定着成功との関係 

Mafumi Ikeda, Takeshi Nishi, Motoaki Asai, Takashi 

Muranaka, Akihiro Konuma, Tohru Tominaga & 

Yoshiko Shimono 2022. The role of weed seed 

contamination in grain commodities as propagule 

pressure. Biological Invasions.  

https://doi.org/10.1007/s10530-022-02741-6 

 日本は毎年約2500万トンもの穀物（トウモロコシ，

コムギ，オオムギ，ソルガムなど）を海外から輸入し

ている．輸入穀物の中には，輸出国の農耕地で生育し

ていた様々な雑草種子も混入している．輸入穀物に

混入して侵入する外来植物には農業害草となる種類

も多いため，侵入初期に発見してその盛衰を追跡す

ることは，外来植物の効果的な予防管理にも役立つ．

全国の国際貿易港 20 港で春と秋に植生調査を行い，

穀物の輸入量が多い港（穀物輸入港）と穀物を輸入し

ていない港（非穀物輸入港）の植物の組成を比較した．

第 11～13 巻の各記事への会員アクセス概数 

日本 9139 ドイツ 96
アメリカ 1812 イギリス 60
中国 528 香港 57
韓国 123 シンガポール 36

その他
＜12

トルコ，キプロス，台湾，オランダ,カナダ，マレーシア，

ロシア，チェコ，モンゴル,フランス，セーシェル，ベル

ギー．ボリビア，ブラジル，インドネシア，インド，ポーラ

ンド，パラグアイ，ルーマニア，ベトナム，南アフリカ

2021 年における年間総アクセス数 

https://doi.org/10.1007/s10530-022-02741-6
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さらに，穀物輸入港で多く見られた種が輸入穀物に

も多く混入しているのかを検証した． 

 各港の植物の種組成の類似度を計算して分類した

ところ，調査した 20 港は，北から南まで緯度に沿っ

た違いがあることが確認できた．さらに，穀物輸入港

と非穀物輸入港間で植物の組成が異なることも示さ

れた．つまり，港湾周辺に生える植物の種組成は，気

候の違いに加えて穀物輸入港か否かによる影響も強

く受けていた．植生調査の結果と輸入穀物への混入

率との関係を調査した結果，穀物への混入量が多い

種ほど穀物輸入港に偏って生育している傾向が認め

られ，穀物輸入港周辺での外来植物の定着には，輸入

穀物への混入量が強く影響していることが示された． 

 

根茎系を標的とした除草剤の冬季土壌潅注処理に

よるイタドリの制御 

Misako Ito & Kanji Ito 2021. Japanese knotweed 

control with winter soil injection of chemicals targeting 

the rhizome system. Weed Biology and Management 21, 

202-208 

地下拡張型多年生雑草の制御には通常師部移行性

茎葉処理剤の適用な最適とされているが，立枯れ雑

草による景観の悪化，飛散による周辺生物へのリス

ク，経済的でないという問題がある．著者らはこれら

を排除した的確な防除法として，除草剤を直接根茎

系の分布域に届ける土壌潅注法の確立を目指してき

た．さきのポット試験（Weed Biology and Management 

21(1)に掲載）により薬剤の各種根茎への直接効果を

確認し，実用への可能性が明確になった．今回は，英

米でも侵略的外来雑草として非常に問題視され，か

つ未だ適切な制御法が存在しない大型根茎雑草イタ

ドリ（Fallopia japonica）に対して同方法の実用性

を検証した．鉄道のり面に拡がるイタドリ集団に対

して，3 月上旬（萌芽前）に，クロルプロファム

（230mg/L）またはテブチウロン（100mg/L）を株元当

たり 1L，15～25ｃｍの深さに潅注した．潅注の深さ

や間隔については，イタドリ根茎の掘り取り調査お

よび潅注液の拡散の予備調査から決定した．処理後

のイタドリシュートの生長には，クロルプロファム

処理では 5 月段階から，テブチウロン処理では夏季

以降に顕著な抑制が認められたが，いずれも美観を

損ねる枯込み症状は呈さなかった．生育終期の根茎

量は生重での対無処理比がクロルプロファムでは

６％，テブチウロンでは 18%にまで減少した．また，

テブチウロン処理区の根茎からの萌芽・発根力は著

しく低下していた．以上から明らかな貯蔵養分の減

少（茎葉生長抑制による），根茎量の減少および根茎

萌芽力の低下は，翌年の生長にも総合的に作用する

ことは確実であり，適切な除草剤の冬季土壌潅注を

繰り返はイタドリの根絶もしくはそれに近い抑制に

つながると考えられる． 

 

 

 

 

 
 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
＜ブルーと黄色にご注目を＞ 


